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技術の指導に関　し　て
－運針に　よ　る作業検査－
技術の一斉指導において当面する問題が余りにも多
く，たちすくんでしまったとき，学生の宿命的な努力に
のみ依存してはならない。指導の合理化を計らなければ
ならぬと決めた。
先づ前回に報告したように，伝授され釆たった方法を
コツやカソとして与えるのでなく，それぞれの技術分析
を試み，其の技術の背景にある理論－必ず最初から成
功する－を確立してこれを講義する。学生はこれを主
体的に把達し，各自作業過程においてこれを意識的に適
用することによって技術を確実に習得し審み重ねていく
形態を第一とした。
一方，各教材の要素作業分析によって，素材の配列の
適切を計り，学生の経験の横み重ねと発展を容易にす
る。またそれぞれの基礎技術をせまく製作技術としてと
うえるのでなく構成学的に組みたてて青年の意識にふさ
わしく扱い，自発的な研究の態度化につとめる。
など指導法を工夫しつつも，一律にはそのまゝ受け容
れられず，個々の学生に就ては現在の被服専攻へ進学の
実態から心的条件の好転を考えなければならないときも
ある。技術の習得或はその向上をはばむものに性格的債
向が一つの重要な要素としてあげられると考えるに至っ
た。
被服製作の巧拙は，手先の暮用さ，理論の理解力だけ
でなく，むしろ仕事にたちむかう態度三＝＝性格，身体と
精神の健康がそうさせる態度＝＝が主因になっているこ
とがある。
学生のその人間的，性格的傾向に助言，鞭達ができれ
ばとねがった。然もそれは教師の主観的な評定であって
はならない。
この心因的な傾向をとらえるべき客観的方法を考えた
のである。
運針による作業検査
被服専政の学生の仕事にたちむかう態度を生むひとり
ひとりの心因的な傾向の判定を，最も関係のある作業，
運針によろうとした。
クレベリン精神作業検査法を参考にして，衣服製作の
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基礎技術であり，或程度習熟して反射的作業にまでなっ
ている運針によっての作業検査を考え試みた。
検査の方法
用意晶　綿布（そりの運針用布
白綿糸を縫い針に通して15本
被換者　第1学年終了後，快適な条件下において行う。
方　法
（ストップウオッチを持つ教師の合図により）
1・1本の縫い針をとって縫い始め，1分毎の合図によ
り次の針をとっては直ぐ下の新しい列を縫う。
2・10本（10分間）縫ったら5分間休憩。
3・休憩後，同じ方法で5本（5分間）縫う。
用布は反対側を使う。
4・糸こきをして，各列の長さと，表日数を数えて各自
のグラフを作製する。（1回）
（隣人と交換して作製する。）
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上図
各列の長さを実線で，日数を破線で結ぶ。
5・この2線のなす塾を資料として，クレペリン検査法
にならって判定する。
観察の要点
1・初頭努力の有無
第1分めにおける意志緊張による作業量の上昇
2・休憩効果の有無
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疲労恢夜による作業量の上昇（理想的には，休憩前
の最高量と同じ程度）
3．作業量の甚だしいムラの有無
最高，最低の差が普通作業量の与以上の動揺
4．興膏による甚だしい上昇の有無
作業終末の作業興啓は最も大きいものであるが，初
頭作業量を造かに越すかゝ中途に突然の山を生ずる。
5．著しく平素の運針の状態と異なるか香か
実施及び評定
被服専攻昭和34年度学生より，第1学年終了後の適当
な授業時間に予告せずに実施した。
評定は，前記観察の要点にしたがい，各人の作業量の
変化が第2図の中にえがく塾によって次の7型を仮定
し，分叛した。
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1．定型
意志緊張から初頭努力があらわれ，縫い量が多い。
その後数分間は下るが∴頑張りの形があらわれる。休
憩後は慣れ気乗りとともに初頭努力が加わり休憩効
果を示す。また疲労によって，やや下るが休憩前より
も縫い量は多い。
部分酌に特徴を欠き或は不足したり，多少の異常懐
向が窮われても，全体としての懐向が整っているもの
を定型とした。
2．下降塾
初頭努力，休憩効果もあるが継続中，量が漸減して
終末努力も少く，始めの高い2つの山を示す。
3　上昇塾
放能の興奮がおくれ初頭の縫い量少いが，気乗りが
起きてだんだん上昇する。
4・動揺塾
量が一般に少く，緊張，弛緩があり畳が急に増減し
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て一定の型を示しがたい。
5暮　興奮塾
休憩後の増量が目立ち，疲労減少も大きい。
6．平坦型
量が全般に少く，初頭努九休憩効果も目立たず，
縫い量の増減が少い。
7．不適用塾
学力等総合的能力は高いのに，全般的に無気力な作
業塾を表すもの。仕事をやめて，ぼんやり考え出す。
＿旦型に分類
各人の運針量のグラフと，運針用布の縫い（量と質）
によって，各人を上記の型笹判定し，これを年次毎に同
型人数を表にすると1表のようになった。
表1
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各人が単純に判定できるものでなく，混合する型と判
定できるものもある。
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三一・！定　型巨向塾巨昇塾匡括可興 密型巨坦可不適
仕事へのと
っつきよく
・仕事進まず
焦りをもつ
・頑張りがき
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緊張あり，
弛緩あり仕
事に雑念入
りむらが出
来る
不平，不満
嘉島ア鮎
的にもなる
仕事に立ち
むかいかた
にむらかあ
り，スラン
プ時が目立
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激励がきく
が長続きし
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日立ないが
努力を続け
る。
やや積極性
を欠くやに
見えるが，
丹念な忠実
な正確な仕
事をするb・
】 格 ?X*??h.?2?Eやさしく， ?Y了*?ｨ?-ﾂ?E快活元気 ?Xﾌ)?4??b?Eおだやか， ?X,ﾘ,?ｸ.挨?
お．となし 凭xｵi?+R?ｶめ，よく ?X?7y|ﾘ.?ころがあ ??h,?X*ﾒ?魔ｷるもの・ 
い。 ?(??ﾂとめる。 ?x.?"?驕B ?ﾈ+h-?Y(?はなかっ， 
・すなおで気 ?X.(.)F稲?・着実，勝気 X､ ｨ,ﾘ*? ・ねはり弱 們 "?ｽ。 
持やさし ?Xﾌ)??*ﾘ??E割に社交的 ?(*?X鈴i?く，努力も ?X.(+8+X*(??E学業の上で 
い。 俑?9e(+R?ﾅなく指導 ?ｩ?*(??ﾚ立つとき ?Y&駛?X?ｼ?はこの期間 
・落着いて頑 ?(??ｫも乏し 凾烽｠る。 ??H?,X*?Ⅸ．H．X．S． 
張りがき 凾｢。 凵E勝気なとこ ??"?　等が予・ 
く。 凵E情堵安定， 凾?ｪある。 ?Xｺi+)?*?憩されたが・ ・感情的にな らない。 剄ｪ気ある。 劍.?"?Y?D8ｫHｺﾘ*"?^針塾の上 では不適と は出ない。 然し以上全 
某傾向 ?Yyﾘ?.h*ﾘ??E気力が欠 ?Y)ﾘ晴*ﾘ?L"?Eつとめるが ?Yyﾘ?.h*ﾘ,?・確実にはす 
まじめで上 ??8覃馼*｢?Cよく努力 ??x*ｨ*??く，仕事に ??ｨ?7H4?
達もよい。 倅x,??飲?する ?X,ﾘ*?x.?ﾂ?ﾞらもある ?86x,?ﾘﾊ?員が混合塾 
・横極性にや ??X?+X-?・仕事のとつ ?ｸ*(,h*ｸ*｢?E相当能　を ?h.?であり，4 
や欠ける仕 ?ﾘ*ﾘ.?ｨ幹?ｩかりが遅 ???あげるが雑 ?X.(.))ｩDｨ+r?ｼが定型外 
・には一、 ?(??ｭ　・も 凾ﾉなりがち ?H.?の　合で3 
・協調よろし Xﾞﾈｼh,ﾈ6X5ﾂ ｭない 凵E出来栄えに ?X覈+ﾈ+X*ｨ昮?ｼが下降塾 
い ?ﾈ*ｩ'?ﾘ,ｲ?ｨ.絢ﾘ+8*｢??"?落担し易い ??(,ﾈ,X???8.??"?YtH.ｨ+ﾘ.?ﾂ?i.?(.?ﾂ?ｨ*??を含む。 ・作業の量質 共によくな い。 ・学究の重点 方向を個別 にもって拾 導がよかっ たと考えら れる。 
理　解 ?ｲ??ｲ???H??
態　度 ?ｲ??(??~ ?○ 
出　来 ?? ?○ ?○ 
正確さ ?ｲ?､ ?C?▽ ?B??
工夫カ ?B??ｲ?? 
速　さ ?× ?B??ｸ??~ 
導方針 ?X齪益4?位B?E根気の出る ?X覃馼,ﾈ跖-?・理解に重点 ?X*(,(.??b?E正確である 
究の方向づ ?h*I~8-ﾈ+r???繧ｷる ???ｸ?ｼ?気分を保つ ?ｩEﾉ|ﾘ,ﾈｨB?
けをする ?X覃馼,ﾈ暹/b?Eスタ・一トが ???9w??よう　く ?俥ﾈｼi|ｨ*｢?・創意による ???(+h,?B?謔｢と自主 佗??8+??・仕上げがお 傅ﾘ*ﾘ鳧ｭH*｢?
仕事を奨励 ???x.?性を発揮す ?h*H,?x.?くれるとき ????ﾈ,R?
する 【 ?る 凾ﾉ注意する 僞ﾉzi4倡y;?,偬I5??ﾒ?
・被検者を分妖考察，2ケ年間の観察を集約したものである。
・塾はそれぞれであっても，著しく量の少量の者は，気弱で，敏感，物に感じ傷つき
易い債向をもっている。
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学業成績と被服工作成績＿
この両者の関係を外観し，各型にあてはめて考察を試
みんとし，4園をえがいてみた。
YJ Y／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YJ
・各科の成績は，各々科目数，単位数が同一でないが，便宜上　秀＝2点　優＝1点　良＝0点　可＝－1点として
2ケ年分を合計して比較数億とした。
工作関係の成続は，基礎数値の3倍値を目盛にとった。
・卒業席次はこの数値の順に決めた。
・入学席次はY軸，在学中学業席次をⅩ軸にとり，申以上を＋で1番を20，2番を19……の数値，中以下を－と　し
て・印で記入する。
・学業成続をY軸に，工作関係成績をⅩ軸によって×点で記入した。
・Ⅰ域は成績がよく，S軸に寄るほど，両地が同程度にそろっていることになる。
点の分布から，特色のある考察のできる，a，b，C例につ
いて記してみる。
aほ定型，興留型，混合型の多い級で，努力型であり，
学業と工作成績両方よい者が多く，第Ⅱ域が少い。上位
生が工作の成績もよい。Ⅲ域のXは定型であるが下降塾
を含む。
Ⅳ域の×は定型であるがおうようで伸びない。
もは塾がばらつき，塾も複雑の債向である。級内相互の
関係弱く，個人主義の傾向もあり，まとまり弱く見受け
られた。正確であるがかたい感じが特長で検査時の運針
量も少い。Ⅰ域の最上端の×ほ平坦と興奮の混合型で几
帳面，特に抜てきされて或職についた。次の×は定型と
興奮の混合型，教員の家庭で養子を迎える立場でよく努
力し，工作の枚数も重ねた。
Cは定型，上昇塾混合型多く，頑張りのきく級であっ
た。Ⅰ域のS軸よりの者多く，学業，工作関係成済共に
よいものが多い。S軸よりⅩ軸側に入ったものが多いの
が目立ち，この中には，進学の希望も出ている。Ⅲ域も
多くこれは入学成横は余りよくないが在学して向上顕著
な者多いことを示す。Ⅳ域の×は平素欠席することも多
46
く，非検者であった。消極的で下向塾に思われる。
結　語
塾の判定はなかなかむずかしいが，2国を尺度にする
と決定が個定し，適格性もあったと考えている。年々累
加考察を重ねて以上のまとめができたが，今後，この結
果にこだわるのでなく，うなづけるものは資料として指
導上に活用し，第2学年次により適切な指導ができたら
と患う。ときには，身体欠陥の発見にもなり，学生の理
解，個人指導の適切を計り，意志発動の能力を高め得た
いと念ずる。また，短い2ヶ年の学生生活に早く適応
し，より豊な生活を過させたい。教室の施設設備をグル
ープ単位に，ユニットになるよう工夫し考えを進めてい
るので，そのグループ編成の資料に生かしたいと考えて
いる。
今後の誅踵として，他の専政との塾のちがいがない
か，運針の長さと針目数の扱いをどうするがよいか，被
服専政の適性検査の一つにならないか等考えている。
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